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ま え が き

『QC サークルのための QC ストーリー入門』は，1991 年 11 月の初刷発刊，

以来 32 刷を重ね，十万部のベストセラーとなり，今でもご愛読いただいてい

ます．

しかし，30 年を超える年月は，発表の方法が OHP 活用からパソコンによる

映像投影が主流になるなど QC サークルの環境を大きく変えるとともに，QC

サークル自身も大きく成長を果たしており，時代にそぐわないところが出てい

ることから，多くのご愛読者にお応えするために，内容を全面的に見直した改

訂版を発行する運びとなりました．

主な改訂内容は，OHP による発表方法から PowerPoint などパソコンを使

用するプレゼンテーションソフトを活用する方法に変更するとともに，QC ス

トーリーのステップの名称が QC サークル本部により統一されましたのでその

内容に合わせました．

掲載事例は改訂にあたってすべて最近の新しいものに変更しましたが，

「テーマ選定マトリックス」だけは続けて掲載することにしました．テーマ選

定マトリックスは，初版発行時に提案させていただいたものですが，今では

使ったことがないサークルはないといえるほどにご活用いただいており，大変

光栄に思っています．テーマ選定マトリックスは，QC サークル京浜地区の発

表会での講評で，「サークルの皆さんが本当に困っている問題点ですか，急い

で解決する必要があったのですか」　とテーマ選定に関することが多かったこ

とから，思いつき，それを端緒として内容をもみ上げてつくったものです．

テーマ選定マトリックスには大きく 2 つのメリットがあります．1 つは，論

理的なテーマ選定ができること，です．改善の要求度合いとサークル自身の改

善に対する実力によって，職場に発生する問題点を客観的に評価できます．2

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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つ目はテーマ選定の考え方を明確に伝達できることです．これはマトリックス

でサークルが決定した評価の実態を表現することで行えます．さらに，この 2

つを 1 つの手法で実現できることです．

掲載事例はすべて QC サークル関東支部京浜地区で 2014 年以降に発表され

たサークルの報告書から選定しました．そのときに強く感じたことは，多くの

サークルが初版を発行したころから，改善した内容が論理的になり，緻密で高

度になっていることでした．うぬぼれかもしれませんが，筆者らが初版をとお

してこの QC サークル発展に貢献することができたのではないかと思っていま

す．

故今泉益正先生（元武蔵工業大学経営工学科教授，元 QC サークル本部幹事）

は，初版にいただいた序文の中で次のように述べられています．

「人々の働く職場が，苦しい労働を提供し，その代償として賃金をもらう場

であったら，こんなみじめなことはない．いやいや仕事をしている職場で，良

い品物が作られ，良いサービスが生み出されるはずはない．

仕事が自分のものになったとき，その職場が働きがいのある職場となる．こ

れは仕事の中に自分の考えを活かすことを意味する，考えて仕事をするとき，

仕事が自分のものとなる．

しかしどうやって仕事の中に自分の考えを活かすか，これはなかなかむずか

しいが，その一つの指針を与えるのが QC ストーリーである．

この本にも書かれているように，QC ストーリーは，

・問題解決を進める手順

・活動をまとめる手順

・人にわからせる手順

のよりどころとなるものである．」

今泉先生がおっしゃったとおり，QC ストーリーはよい仕事，働きがいのあ

る職場を実現できる大きな力をもっていると思います．本書を参考にして皆さ

ん自身がそれらを実現していただければと深く思っています．

最後になりますが本書を出版するにあたって，事例掲載をご快諾いただいた

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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各企業・QC サークルの皆様，一方ならぬお世話になった日科技連出版社の皆

さん，特に出版部編集グループの石田新係長にはお礼を申し上げます．

2023 年 4 月

マネジメントクォルテックス　

代表　杉　浦　　忠　
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本書の使い方・読み方

本書は，QC サークル活動のための QC ストーリーの手引書です．QC ス

トーリーを活用するために QC ストーリーの，

・問題解決の手順

・活動後に報告書にまとめる手順

・体験談として，スライドを作成して発表する手順

の 3 つの側面を取り上げて，わかりやすく，実践的に活用いただけることを念

頭に置いて，それぞれの活動を通して，QC ストーリーを身につけていただく

ことをねらっています．

【本書の読者対象】

本書の読者対象は，QC サークルリーダー・メンバーの方々，および QC

サークル活動を支援する管理監督者の方々を主な読者対象に置いていますが，

QC ストーリーの入門書として，部課長スタッフの方々にも幅広くご活用いた

だけます．

【使　い　方】

第Ⅰ部の Q&A から第Ⅳ部の活用事例まで，目的に応じて，QC サークルの

実践の中で，次のような使い方ができます．

①　職場内の勉強会におけるテキストとして利用する．なお，本書に掲載さ

れている各種の事例に対応した社内事例を加えることにより，さらに理解

しやすいテキストとすることができる．

②　QC サークル研修会講習会のテキストまたは参考書として利用する．

③　自己啓発のための参考書として，特に QC サークルリーダー，および

QC サークルを直接指導される管理監督者の方々の自己啓発に最適であ

る．

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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④　日常の QC サークル活動，問題解決活動，報告書のまとめ，発表の準備

など，それぞれの場において，疑問に思ったとき，よくわからないときの

手引書として活用する．

【読　み　方】

本書の読み方を次にあげます．

①　第Ⅰ部の Q&A では，QC ストーリーについての日頃の疑問や悩みにつ

いて答えているので，まず第 I 部を読んで QC ストーリーの概要をつかん

だ後に第Ⅱ部を読む方法が，スムーズな理解につながる．

②　QC ストーリーの基本は第Ⅱ部で解説してあり，第Ⅲ部は第Ⅱ部の応用

である．したがって，第Ⅱ部は必ず読んでいただきたい．

③　第Ⅲ部と第Ⅳ部は，報告書の作成や発表準備の段階で読んでもよいが，

第Ⅰ部から第Ⅳ部までを通して読むほうが，QC ストーリーについての理

解をより深めることができる．

④　本書の編集の方針として，見開きの左ページは解説，右ページは解説の

補足として図・表やチェックシートを挿入してある．本書を読む場合のポ

イントとする．

⑤　巻末には本書の主要用語の索引が設けてあるので，わからない用語が

あったときは字引として活用する．

本書は，QC サークルを始めとするいろいろな方々が，実際の活動や指導の

体験を通して得られたノウハウの積み重ねによって生まれました．本書によっ

て得られた QC ストーリーの知識を実際の QC サークル活動に活かしていただ

き，あなたの QC サークル活動をより充実させていただくことで，いっそう磨

きのかかった QC ストーリーが生まれることを願っております．

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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問
題
解
決

QCストーリーのステップ

活動を報告書にまとめ，発表する

（注）まとめ・報告・発表は，通常QCストーリーには入れない

図 1.2 　QC ストーリーのステップと概要

発表の場所によって，会社や職場の説明を
行い，発表を理解しやすくする

職場・業務の問題点をつかみ，テーマを決
める

問題の現状の姿を事実・データで分析して，
ばらつきをつかんで悪さ加減を明らかにし， 
目標を決める

活動ステップのスケジュールと役割分担を
決める

ばらつきを発生させている原因を究明する

悪さを発生させている原因を取り除く方法
を検討し，実施する

効果を把握して目標と比較する

効果のあった対策をマニュアルなどで標準
化し，効果の定着をはかる

活動でよかった面と悪かった面で反省する
と同時に，残った問題点を明らかにする

目標がテーマ選定時に明らかなときは，現状の把握の前で設定
してもよい

ここで活動計画を決めるまで，暫定計画を決めておくとよい

目標が未達成の場合には，前のステップにさかのぼって再度
挑戦する

テーマの選定

現状の把握と目標の設定

活動計画の作成

対策の検討と実施

効果の確認

標準化と管理の定着

反省と今後の課題

はじめに

要因の解析

まとめ・報告・発表

ステップ0

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4

ステップ5

ステップ6

ステップ7

ステップ8
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6.1　発表会の種類とスライドの枚数
発表会には，気楽な職場内での発表会から，外部の 1,000 名以上もの参加者

を前にした大会まで，さらに内容にも改善事例の発表や運営事例を中心とした

発表まで，いろいろな種類があります．

スライド（PowerPoint で作成したスライドのこと）作成でまず気になるのは，

スライド作成枚数ですが，表 6.1 に各発表会における発表時間，発表原稿枚

数，そしてスライド使用枚数を目安としてまとめましたので，発表の計画を立

てる際の参考にしてください．

スライドの枚数は，発表時間というよりも発表会の種類によって異なってき

ます．特に，外部大会では発表スライド枚数に制限を設けている場合が多いの

で，確認が必要です．

表 6.2 に，発表内容のスライドへの割り付け例を示します．あるサークルが

作成した発表原稿案をスライドごとに読み上げた結果です．聞き手に理解不足

が生じないよう，各スライドへの割り付け（切替時間）を検討したものです．

表 6.1　発表会の種類と発表原稿・発表スライド数

発表会の種類 発表時間 発表原稿枚数 * スライド枚数
社内職場・部門発表会 10 ～ 15 分  8 ～ 13 枚  5 ～ 20 枚

社内全社大会 15 分 11 ～ 13 枚 15 ～ 20 枚
外部 QC サークル大会 15 分 11 ～ 13 枚 20 ～ 35 枚
運営事例を中心とした

QC サークル大会 ** 18 分 15 ～ 17 枚 25 ～ 40 枚

　＊発表原稿枚数は 400 字詰原稿用紙に書いたときの枚数で，1 分間に話
す量は 300 ～ 350 字を基準にしてある．

＊＊運営事例を中心とした発表会は，全日本選抜 QC サークル大会やその
代表サークル選抜のために開催される各支部・地区の選抜 QC サーク
ル大会などがある．

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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ス
ラ
イ
ド

表 6.2　発表内容のスライドへの割り付け例

1 スライド当たりの平均字数　4,800/20 ＝ 240 字数

発表スラ
イド番号

発表原稿
QC ストーリー

のステップ
説明係数
（注 1）

スライド
画面の難

易度
（注 2）

判定
（注 3） 発表時間 対策字数（字）

枚数（枚）
（ 4 0 0 字

詰）
1 200 0.5 はじめに 0.8 ○ ○ 　　30 秒
2 200 0.5 0.8 ○ ○ 　　30 秒
3 400 1 テーマ選定 1.7 ● × 1 分 20 秒 2 枚に分割する
4 300 0.75 現状把握と目標

の設定
1.3 ● × 1 分 00 秒 2 枚に分割する

5 100 0.25 0.4 ○ ○ 　　20 秒
6 200 0.5 活動計画の作成 0.8 ○ ○ 　　30 秒
7 600 1.5

要因の解析

2.5 ● × 1 分 50 秒 2 枚に分割する
8 100 0.25 0.4 ○ ○ 　　20 秒

9 300 0.75 1.3 ◎ × 1 分 00 秒
No.10 のスライ
ドの内容を調整
する

10 200 0.5 0.8 ● ○ 　　40 秒

11 400 1

対策の検討と実
施

1.7 ○ × 1 分 20 秒
No12 のスライ
ドの内容を調整
する

12 200 0.5 0.8 ○ ○ 　　30 秒

13 100 0.25 0.4 ● × 　　20 秒 内容，説明を再
検討する

14 100 0.25 0.4 ◎ ○ 　　20 秒
15 300 0.75

効果の確認
1.3 ◎ × 1 分 00 秒 内容を再検討

16 200 0.5 0.8 ○ ○ 　　40 秒
17 300 0.75 1.3 ○ ○ 1 分 00 秒
18 100 0.25 標準化と管理の

定着
0.4 ◎ ○ 　　20 秒

19 300 0.75 1.3 ○ ○ 1 分 00 秒

20 200 0.5 反省と今後の課
題 0.8 ○ ○ 　　40 秒

合計 4,800 12 枚 ― ― ― ― 15 分 10 秒

注 1　各スライドの説明係数＝各スライドの説明字数／平均字数
　　　各説明係数がおおよそ 0.5 ～ 1.5 の範囲にあるか確認する．
注 2　スライドの内容が簡単なもの：◎，平均的なもの：○，複雑なもの：●とした．
注 3　判定の○：よい，×：要検討とした．
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ス
ラ
イ
ド

スライド作成の手順

図 6.3  発表スライド作成の手順

手順３　PowerPoint を起動 手順４　スライドの背景を決める

手順５　スライドのサイズを決める 手順６　内容をインプット

・レイアウト枠にインプット
・テキストボックスや図形へ
　文字入力
・その他，写真挿入など

手順７　編集する 手順8　保存する

手順1　画面の組立 手順2　画面切替え
　　　　時間の調整

テーマ

株式会社
サークル

1
2
3

わかったこと
1
2
3

わかったこと

わかったこと
1
2
3

見やすく整
える．
大きさ，色
使いなど．

一般的には
＜新しいプレゼン
テーション＞から
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索　　　引（五十音順）

英数字
4M　　63

c 管理図　　45

PDCA のサイクル　　4, 49

PDCA のステップ　　4

PDPC　　47

PowerPoint　　142

p 管理図　　45

　──の書き方　　117

QC サークル活動　　48

QC 手法　　42

　──などの作図の基本　　112

　──の書き方　　112

QC ストーリー　　2, 4, 42, 48, 97

　──と QC サークル活動　　48

　──と QC 手法　　42

　──とは　　36

　──と報告書　　97
　──による発表のポイント　　123, 128

　──による報告書作成のメリット　　100

　──による問題解決　　2

　──による問題解決の進め方　　51

　──の生い立ち　　50

　──のステップ　　37

　──の手順　　3

　──の 3 つの効力　　40

QC 的問題解決の手順　　3

QC 七つ道具（Q7）　　42, 44, 45

　──の書き方　113, 114, 115, 116, 117

X
－-R 管理図　　6

ア行
アイソグラフ　　44

アニメーション	 148

あらすじ　　32

アローダイアグラム　　47

円グラフ　　44

　──の書き方　　114

応急対策　　74

帯グラフ　　44

折れ線グラフ　　44

　──の書き方　　113

カ行
改善のねらい　　16

科学的問題解決　　2

仮説　　70

課題達成型 QC ストーリー　　8

活動計画の作成　　37, 68, 108

活動スケジュール　　68

活動報告書　　96

間接部門の 4M　　63

ガントチャート　　44

管理図　　43

管理特性　　66

教育・訓練　　84

寄与度　　66

系統図　　46
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　──の書き方　　119

言語データ　　47

検証　　70

現状の把握と目標の設定　　37, 108

5W1H　　56

効果の確認　　37, 78, 110

恒久対策　　74

講評　　181

　──のポイント　　181, 184

　──のポイントのチェック
　　　　リスト　　183

サ行
再発防止対策　　74

三現主義　　62

散布図　　45

　──の書き方　　117

施策実行型 QC ストーリー  　8

自責の問題　　82

絞り込み　　58

社外大会報告書　　155, 161

社内報告書　　155, 156

重点志向　　58

新 QC 七つ道具（N7）　　42, 46, 47

　──の書き方　　118, 119

親和図　　46

　──の書き方　　118

水平展開　　25, 88

スキル　　66

筋書き　　3

ストーリー　　3, 32

スライド　　138

　──作成の基本技法　　144

　──作成の手順　　142

　──の印刷　　150

製造部門の 4M　　63

層別　　45, 64

タ行
体験談　　130

　──発表要旨　　96

対策の検討と実施　　37, 74, 109

チェックシート　　45

　──の書き方　　116

データ　　14

　──をとるポイント　　14

テーマ候補　　90

テーマ選定マトリックス　　59

テーマの選定　　37, 54, 107

テーマバンク　　56

テーマリーダー　　69

特性要因図　　45

　──の書き方　　115

　──の枝払い　　21

ナ行
ノート機能	 149

ハ行
波及効果　　78

はじめに　　37, 52, 107

発表　　124

　──内容の組立て　　132

　──までのプロセス　　131

発表会の種類　　125, 138

　──と留意点　　125

発表原稿　　32, 132

　──作成の手順　　132

　──スライド数　　138

発表スライド作成の手順　　143
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ばらつき　　15

パレート図　　45

　──の書き方　　115

反省と今後の課題　　37, 86, 111

ヒストグラム　　45

　──の書き方　　116

評価　　181

　──のポイント　　182

　──リスト　　182

標準化と管理の定着　　37, 82, 110

ブレーンストーミング　　56

棒グラフ　　44

　──の書き方　　113

報告書　　95

　──作成のためのチェック
　　　　シート　　120

　──作成の手順　　106

　──の実際　　155

　──の種類　　96

マ行
まとめ・報告・発表　　37, 90

マトリックス図　　48

　──の書き方　　119

マトリックス・データ解析法　　47

未然防止型 QC ストーリー　　8

無形効果　　78

目標設定　　17

　──のタイミング　　17

目標の三要素　　66

問題解決　　2

　──型 QC ストーリー　　8

　──の進め方　　51

問題とは　　11

ヤ行
役割分担　　68

有形効果　　78

要因の解析　　37, 70, 109

ラ行
リハーサル　　149

レーダーチャート　　44

　──の書き方　　114

連関図　　46

　──の書き方　　118

ワ行
わかりやすいスライド作成の基本　　140

わかりやすい発表　　126

わかりやすい報告書　　98

　──のポイント　　99

悪さ加減　　87
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